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たいへん大きな災害がありました。みなさんのからだや心にもなにか反応が表れてい

るかもしれません。このような事態では、それは正常なことであり、時間の経過ととも

に回復して、日常生活に戻ることができます。それまでのあいだ、よろず相談室ではみ

なさんからの相談を積極的に受け付けます。担任の先生、保健室の先生に予約をしても

らうか、あるいはよろず相談室が開いているときには気軽にノックして下さい。お待ち

しています。 

 
◇小学生のみなさん 
こわい、かなしい、気持ちをかんじ

たときには、そばにいるお友だち、お

父さん、お母さんに、言いましょう。

みんなで話すことで、みんなの気持ち

もわかります。 
 
◇中学生のみなさん 
テレビ報道を見たり停電で心配に

なったり、あるいは自宅で大切なもの

が壊れたり、こういうときに心にかか

るプレッシャーは大きなものです。心

が疲れていないか、敏感に、慎重にな

ってください。いつもと違うなと思っ

たら、誰かとゆっくり話をして下さい。

地震について考えすぎたり、逆に麻痺

したり、眠りにくくなったり集中力が

下がったり。そんな自分に気付いたら、

気軽によろず相談室にいらして下さ

い。 

◇高校生のみなさん 
この地震に対して、悲しんでいるだ

けではなく自分も何かをしたいと考

えることもあるでしょう。しかしまず、

今の自分が何に取り組むべきか、改め

て考えましょう。そうすると落ち着き

も取り戻していきます。そして迷うと

きには先生たちに相談しましょう。 
 
◇保護者のみなさん 
この度のことがご家族の気持ちに

変化をもたらしているかもしれませ

ん。その気配を静かに感じ取られてく

ださい。反応があることはあたりまえ

です。それが大きいときには、ご家族

のどなたでも、どうぞよろず相談室に

いらして下さい。お待ちしています。 
 


